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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類を識別する紙葉類識別装置であって、
　前記紙葉類の画像データを含む紙葉類情報を取得する紙葉類情報取得手段と、
　前記紙葉類情報に含まれる前記画像データに基づいて前記紙葉類の種類の候補を少数複
数個に絞り込む紙葉類種類候補絞り込み手段と、
　前記紙葉類情報に含まれる前記画像データに基づき、前記紙葉類種類候補絞り込み手段
によって絞り込まれた前記種類の候補の中から１つの種類に決定する種類決定手段と、
　前記紙葉類種類候補絞り込み手段によって絞り込まれた前記種類の候補のうち任意の数
の候補それぞれについて前記紙葉類の真偽を識別する真偽識別手段と、
　前記種類決定手段による処理と前記真偽識別手段による処理とが並行して実行されるよ
うに指示する実行指示手段と、
　前記種類決定手段によって決定された前記種類と、前記真偽識別手段によって識別され
た候補種類の真偽識別結果のうち当該種類に対応する真偽識別結果とを組み合わせること
で前記紙葉類についての最終判定を行う最終判定手段と
　を備えたことを特徴とする紙葉類識別装置。
【請求項２】
　前記紙葉類種類候補絞り込み手段によって絞り込まれた前記種類の候補のうち任意の数
の候補それぞれについて前記紙葉類の正損を識別する正損識別手段
　をさらに備え、
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　前記実行指示手段は、
　前記正損識別手段による処理と前記種類決定手段による処理とが並行して実行されるよ
うに指示することを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項３】
　前記紙葉類を特定するユニークな符号を含む部分画像を前記画像データから取得し、取
得した部分画像を文字認識する符号認識手段
　をさらに備え、
　前記実行指示手段は、
　前記符号認識手段による処理と前記種類決定手段による処理とが並行して実行されるよ
うに指示することを特徴とする請求項１または２に記載の紙葉類識別装置。
【請求項４】
　前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、
　前記紙葉類の外形に基づいて前記種類の候補を絞り込むことを特徴とする請求項１～３
のいずれか一つに記載の紙葉類識別装置。
【請求項５】
　前記種類決定手段は、
　前記画像データを所定サイズの画素の集合であるブロック単位で扱い、当該ブロックに
基づいて前記１つの種類を決定し、
　前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、
　前記画像データを前記所定サイズよりも大きいサイズのブロック単位で扱い、当該ブロ
ックに基づいて前記紙葉類の種類を絞り込むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一
つに記載の紙葉類識別装置。
【請求項６】
　前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、
　前記紙葉類に対してそれぞれ異なる波長の光を照射することによって取得される特徴量
を前記波長ごとに取得し、前記波長ごとに取得された特徴量を前記波長ごとに予め記憶さ
れている特徴量とそれぞれ比較することによって前記紙葉類の種類を絞り込むことを特徴
とする請求項１～５のいずれか一つに記載の紙葉類識別装置。
【請求項７】
　紙葉類を識別する紙葉類識別装置に適用される紙葉類識別方法であって、
　前記紙葉類の画像データを含む紙葉類情報を紙葉類識別装置が取得する紙葉類情報取得
工程と、
　前記紙葉類情報に含まれる前記画像データに基づいて前記紙葉類の種類の候補を少数複
数個に紙葉類識別装置が絞り込む紙葉類種類候補絞り込み工程と、
　前記紙葉類情報に含まれる前記画像データに基づき、前記紙葉類種類候補絞り込み工程
によって絞り込まれた前記種類の候補の中から１つの種類に紙葉類識別装置が決定する種
類決定工程と、
　前記紙葉類種類候補絞り込み工程によって絞り込まれた前記種類の候補のうち任意の数
の候補それぞれについて前記紙葉類の真偽を紙葉類識別装置が識別する真偽識別工程と、
　前記種類決定工程と前記真偽識別工程とが並行して実行されるように紙葉類識別装置が
指示する実行指示工程と、
　前記種類決定工程によって決定された前記種類と、前記真偽識別工程によって識別され
た候補種類の真偽識別結果のうち当該種類に対応する真偽識別結果とを組み合わせること
で前記紙葉類についての最終判定を紙葉類識別装置が行う最終判定工程と
　を含んだことを特徴とする紙葉類識別方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、紙葉類を識別する紙葉類識別装置および紙葉類識別方法に関し、特に、紙
葉類の識別処理速度を速くするとともに識別処理の総処理量を軽減することができる紙葉
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類識別装置および紙葉類識別方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙幣や小切手、手形、商品券などの紙葉類の種類、真偽および正損の識別を行う
紙葉類識別装置が知られている。
【０００３】
　かかる紙葉類識別装置は、光学的センサ等を使用することによって検出された紙葉類の
もつ特徴量を示すデータ等に基づいて紙葉類の種類、真偽および正損といった各種識別を
行っていた。
【０００４】
　たとえば、特許文献１には、識別を行う紙葉類、たとえば、紙幣を撮像し、撮像した画
像の特徴パターンと予め記憶されているテンプレートの特徴パターンとを比較して金種、
真偽および正損の識別を行う紙葉類識別装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５７９０６９３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の紙葉類識別装置は、搬送される紙幣の中央部の帯状領域を
センサの細い開口部を通してサンプリングしているが、これを紙幣全面テンプレートによ
る評価対象とするとなると、識別処理に時間がかかるという問題があった。
【０００７】
　また、特許文献１の紙葉類識別装置は、テンプレートごとに識別処理を繰り返して金種
を特定するため、テンプレートの個数が多い場合には、識別処理の総処理量が多くなって
しまうという問題があった。
【０００８】
　これらのことから、紙葉類の識別処理速度を速くすることができるとともに、識別処理
の総処理量を軽減することができる紙葉類識別装置あるいは紙葉類識別方法をいかにして
実現するかが大きな課題となっている。
【０００９】
　この発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたものであって、
紙葉類の識別処理速度を速くするとともに識別処理の総処理量を軽減することができる紙
葉類識別装置および紙葉類識別方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、紙葉類を識別する紙葉類識別
装置であって、前記紙葉類の画像データを含む紙葉類情報を取得する紙葉類情報取得手段
と、前記紙葉類情報に含まれる前記画像データに基づいて前記紙葉類の種類の候補を少数
複数個に絞り込む紙葉類種類候補絞り込み手段と、前記紙葉類情報に含まれる前記画像デ
ータに基づき、前記紙葉類種類候補絞り込み手段によって絞り込まれた前記種類の候補の
中から１つの種類に決定する種類決定手段と、前記紙葉類種類候補絞り込み手段によって
絞り込まれた前記種類の候補のうち任意の数の候補それぞれについて前記紙葉類の真偽を
識別する真偽識別手段と、前記種類決定手段による処理と前記真偽識別手段による処理と
が並行して実行されるように指示する実行指示手段と、前記種類決定手段によって決定さ
れた前記種類と、前記真偽識別手段によって識別された候補種類の真偽識別結果のうち当
該種類に対応する真偽識別結果とを組み合わせることで前記紙葉類についての最終判定を
行う最終判定手段とを備えたことを特徴とする。
【００１１】
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　また、本発明は、上記の発明において、前記紙葉類種類候補絞り込み手段によって絞り
込まれた前記種類の候補のうち任意の数の候補それぞれについて前記紙葉類の正損を識別
する正損識別手段をさらに備え、前記実行指示手段は、前記正損識別手段による処理と前
記種類決定手段による処理とが並行して実行されるように指示することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、上記の発明において、前記紙葉類を特定するユニークな符号を含む部
分画像を前記画像データから取得し、取得した部分画像を文字認識する符号認識手段をさ
らに備え、前記実行指示手段は、前記符号認識手段による処理と前記種類決定手段による
処理とが並行して実行されるように指示することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、上記の発明において、前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、前記紙葉
類の外形に基づいて前記種類の候補を絞り込むことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、上記の発明において、前記種類決定手段は、前記画像データを所定サ
イズの集合であるブロック単位で扱い、当該ブロックに基づいて前記１つの種類を決定し
、前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、前記画像データを前記所定サイズよりも大きいサ
イズのブロック単位で扱い、当該ブロックに基づいて前記紙葉類の種類を絞り込むことを
特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、上記の発明において、前記紙葉類種類候補絞り込み手段は、前記紙葉
類に対してそれぞれ異なる波長の光を照射することによって取得される特徴量を前記波長
ごとに取得し、前記波長ごとに取得された特徴量を前記波長ごとに予め記憶されている特
徴量とそれぞれ比較することによって前記紙葉類の種類を絞り込むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、紙葉類識別装置および紙葉類識別方法において、紙葉類の画像データ
を含む紙葉類情報を紙葉類識別装置が取得し、紙葉類情報に含まれる画像データに基づい
て紙葉類の種類の候補を少数複数個に紙葉類識別装置が絞り込み、紙葉類情報に含まれる
画像データに基づき、絞り込まれた種類の候補の中から、１つの種類に決定する種類決定
処理と並行して、絞り込まれた種類の候補の中からさらに複数の種類に絞り込み、絞り込
まれた種類の候補のそれぞれについて紙葉類の真偽を紙葉類識別装置が識別する真偽識別
処理を実行し、１つの種類に決定された種類と、識別された真偽識別結果のうち当該種類
に対応する真偽識別結果とを組み合わせることで紙葉類についての最終判定を紙葉類識別
装置が行うこととしたので、紙葉類の識別処理速度を速くするとともに識別処理の総処理
量を軽減することができるという効果を奏する。
【００１７】
　また、本発明によれば、絞り込まれた種類の少数複数個候補のそれぞれについて紙葉類
の正損を紙葉類識別装置が識別し、正損識別処理と種類決定処理とが並行して実行される
ように紙葉類識別装置が指示することとしたので、正損識別と、種類決定とを並行して実
行することによって、識別精度を向上させつつ、紙葉類の識別処理速度を速くすることが
できるという効果を奏する。
【００１８】
　また、本発明によれば、紙葉類を特定するユニークな符号を含む部分画像を画像データ
から取得し、取得した部分画像を紙葉類識別装置が文字認識し、符号認識処理と種類決定
処理とが並行して実行されるように紙葉類識別装置が指示することとしたので、識別精度
を向上するとともに紙葉類の識別処理速度を速くすることができるという効果を奏する。
【００１９】
　また、本発明によれば、紙葉類の外形に基づいて紙葉類識別装置が種類の候補を絞り込
むこととしたので、紙葉類を効率良く絞り込むことができるという効果を奏する。
【００２０】
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　また、本発明によれば、画像データを所定サイズの画素の集合であるブロック単位で扱
い、当該ブロックに基づいて１つの種類を紙葉類識別装置が決定し、画像データを所定サ
イズよりも大きいサイズのブロック単位で扱い、当該ブロックに基づいて紙葉類の種類を
紙葉類識別装置が絞り込むこととしたので、紙葉類の識別処理速度を速くするとともに識
別処理の総処理量を軽減することができるという効果を奏する。
【００２１】
　また、本発明によれば、紙葉類に対してそれぞれ異なる波長の光を照射することによっ
て取得される特徴量を波長ごとに取得し、波長ごとに取得された特徴量を波長ごとに予め
記憶されている特徴量とそれぞれ比較することによって紙葉類の種類を紙葉類識別装置が
絞り込むこととしたので、識別精度を向上することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法の概要を示す図であ
る。
【図２】図２は、本発明に係る紙葉類識別装置が実行する識別処理の総処理量を示す図で
ある。
【図３】図３は、本実施例に係る紙幣識別装置の構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、紙幣識別装置内部の搬送路に備えるセンサ群の配置構成を示す図である
。
【図５】図５は、金種識別部の構成を示す図である。
【図６】図６は、形状情報の一例を示す図である。
【図７】図７は、紙幣の詳細画像および粗い画像を示す図である。
【図８】図８は、紙幣識別装置が実行する真偽識別処理の一例を示す図である。
【図９】図９は、紙幣識別装置が実行する処理のタイムチャート図である。
【図１０】図１０は、紙幣識別装置が実行する紙幣識別処理手順の概要を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法の好適
な実施例を詳細に説明する。なお、以下では、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類
識別方法の概要について、図１および図２を用いて説明した後に、本発明に係る紙葉類識
別装置および紙葉類識別方法についての実施例を図３～図１０を用いて説明する。
【００２４】
　まず、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法の概要について、図１を用い
て説明する。図１は、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法の概要を示す図
である。なお、ここでは、紙幣を取り扱う紙葉類識別装置に対して本発明を適用した場合
を例に挙げて説明するが、本発明は、小切手、手形及び商品券等、他の任意の紙葉類を取
り扱う紙葉類識別装置に対しても適用することができるものである。
【００２５】
　本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法では、図１に示すように、撮像され
た紙幣の画像から紙幣サイズを検出し、検出した紙幣サイズを用いることで、候補となる
金種の絞り込みを行う。さらに、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法は、
撮像された紙幣の画像データに基づいて作成された解像度の低い画像データ（以下、「粗
い画像」と記載する）によって簡易な判定を行い、少数の金種に絞り込む。
【００２６】
　そして、絞り込みを行った少数かつ複数個の金種候補に対して、撮像された紙幣の画像
データから作成された解像度の高い画像データ（以下、「詳細画像」と記載する）によっ
て詳細な判定を行うことで、金種および真偽を特定する。また、本発明によれば、詳細画
像によって詳細な判定を行う処理と並行して、紙葉類の真偽および正損といった各種識別
処理を行う。なお、粗い画像に基づいて簡易な判定を行う場合の処理時間は、詳細画像に
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基づいて詳細な判定を行う場合の処理時間と比較して短い。
【００２７】
　このように、本発明によれば、簡易な判定によって候補となる金種の絞り込みを行い、
絞り込みを行った少数かつ複数個の金種候補に対して詳細な判定を行うこととしたので、
紙葉類の識別処理速度を速くするとともに識別処理の総処理量を軽減することができる点
に主たる特徴がある。
【００２８】
　以下、かかる特徴点について具体的に説明する。図１の（１）に示すように、紙葉類識
別装置は、ラインセンサによって撮像された紙幣の画像に基づいて紙幣サイズを検出し、
紙幣サイズによって候補となる金種の絞り込みを行う（以下、「外形判定」と記載する）
。
【００２９】
　また、図１の（１）に示すように、紙葉類識別装置は、ラインセンサによって撮像され
た紙幣の画像データに基づいて作成された粗い画像の特徴パターンと予め記憶されている
テンプレートの特徴パターンとを比較することによって候補となる金種の絞り込みを行う
（以下、「簡易判定その１」と記載する）。
【００３０】
　たとえば、紙葉類識別装置には、１００金種分のテンプレートが予め記憶されている場
合について説明する。この場合、紙葉類識別装置は、外形判定によって１００から５０に
候補金種の数を絞り込み、さらに、簡易判定その１によって５０から４候補の金種に絞り
込む。
【００３１】
　ここで、絞り込まれた４候補金種が、判定結果の上位から順にＡ－１金種、Ａ－２金種
、Ｂ金種およびＣ金種であったとする。なお、Ａ－１金種とＡ－２金種とは、同額の紙幣
のバリエーションであり、デザインは良く似ているが、紙幣に含まれる画像の特徴パター
ンが異なる紙幣のことを示す。
【００３２】
　具体的には、同額の紙幣であっても、ある波長の光を照射した場合の画像の特徴パター
ンが異なる場合、Ａ－１金種およびＡ－２金種のように区別する。以下、このように、同
額の紙幣であっても画像の特徴パターンが異なる紙幣の金種を「シリーズ」と呼ぶ。
【００３３】
　つづいて、図１の（２）に示すように、紙葉類識別装置は、粗い画像に基づいて簡易判
定その２によって４金種から判定結果の上位２金種に絞り込む。ただし、４金種のうち、
たとえば、Ａ－１金種およびＡ－２金種のように、同一シリーズの金種が含まれる場合は
、局部的な粗い画像および／または局部的な詳細画像に基づいて簡易判定その２は、同一
シリーズの中から一つ（ここでは、Ａ－１金種）に絞り込む。
【００３４】
　たとえば、簡易判定その２の判定方法では、ペアインク処理による判定を行うことがで
きる。なお、ペアインク処理とは、２種類の波長の光を照射した場合の画像の特徴パター
ンを波長ごとに取得し、それぞれの特徴パターンとテンプレートとを比較して金種を絞り
込む判定方法である。
【００３５】
　また、簡易判定その２の判定方法としては、簡易判定その１で判定した結果の上位２位
までを絞り込みの結果としてもよい。このようにして、紙葉類識別装置は、Ａ－１金種お
よびＢ金種の２種類に絞り込む。
【００３６】
　そして、図１の（３）に示すように、紙葉類識別装置は、磁気センサや蛍光センサ等の
ラインセンサ以外のセンサ（以下、「その他センサ」と記載する）から取得した情報に基
づき、簡易判定その２で絞り込んだ２金種に対して金種以外の識別処理をそれぞれ行う。
ここでは、紙幣の真偽を識別する真偽識別について説明する。
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【００３７】
　具体的には、紙葉類識別装置は、Ａ－１金種およびＢ金種のそれぞれについて真偽識別
を行う。そして、紙葉類識別装置は、識別対象の紙幣がＡ－１金種であると想定して識別
した場合に、「偽券」であるという識別結果を、また、Ｂ金種であると想定して識別した
場合には、「偽券」であるという識別結果を得たとする。
【００３８】
　一方、図１の（４）に示すように、紙葉類識別装置は、簡易判定その１で絞り込んだ４
金種に対して、それぞれの詳細画像の特徴パターンと予め記憶されているテンプレートの
特徴パターンとを比較することによって１金種（ここでは、Ｂ金種）に絞り込み、金種の
特定を行う（以下、「詳細金種判定」と記載する）。また、詳細金種判定処理では、ライ
ンセンサによる光学的な真偽判定を併せて行う。なお、詳細金種判定処理と真偽識別処理
とは並行して行われる。
【００３９】
　そして、図１の（５）に示すように、紙葉類識別装置は、図１の（３）に示した真偽識
別で得られた識別結果と図１の（４）に示した詳細金種判定によって絞り込まれた結果と
の論理積をとることによって、最終判定を行う。ここでは、識別対象の紙幣が詳細金種判
定処理によってＢ金種であると特定されたことから、最終判定処理では、識別対象の紙幣
が「Ｂ金種の偽券」であると判定することとなる。
【００４０】
　このように、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法は、候補となる金種の
絞り込みを行い、絞り込みを行った少数の複数金種の候補に対してのみ詳細金種判定処理
を行う。したがって、簡易判定その１および簡易判定その２と比較して処理時間の長い詳
細金種判定処理を行う回数を削減することができる。また、本発明に係る紙葉類識別装置
および紙葉類識別方法は、詳細金種判定処理と真偽識別処理とを並行して処理を行う。こ
れにより、紙葉類の識別処理速度を速くすることができる。つづいて、紙葉類識別装置が
実行する識別処理の総処理量について、図２を用いて説明する。
【００４１】
　図２は、本発明に係る紙葉類識別装置が実行する識別処理の総処理量を示す図である。
なお、図２の（Ａ）には、従来技術に係る紙葉類識別装置が実行する識別処理の総処理量
を、図２の（Ｂ）には、本発明に係る紙葉類識別装置が実行する識別処理の総処理量を、
それぞれ示している。
【００４２】
　まず、図２の（Ａ）に示すように、従来技術に係る紙葉類識別装置では、詳細画像の特
徴パターンと予め記憶されているテンプレートの特徴パターンとを比較することによって
金種の特定を行う詳細金種判定処理を、候補となるすべての金種に対して行っていた。こ
こでは、候補となる金種が全１００種類ある場合について説明する。
【００４３】
　図２の（Ａ）に示すように、従来技術に係る紙葉類識別装置は、まず、詳細金種判定処
理を１００種類のすべてのテンプレートと比較していた。すなわち、従来技術に係る紙葉
類識別装置は、詳細金種判定処理を１００回行って、金種の特定を行っていた。そして、
従来技術に係る紙葉類識別装置は、特定した金種に対して、真偽識別処理を行っていた。
【００４４】
　一方、図２の（Ｂ）に示すように、本発明に係る紙葉類識別装置は、上述してきたよう
に、簡易判定その１によって、１００種類の金種から少数の複数金種候補へ、たとえば、
４種類に絞り込みを行い、さらに、簡易判定その２によって、さらに絞り込みを行うこと
で、たとえば、２種類に絞り込む。
【００４５】
　そして、本発明に係る紙葉類識別装置は、簡易判定その１によって絞り込みを行った４
種類の金種に対してのみ詳細金種判定処理を行い、金種の特定を行う。また、本発明に係
る紙葉類識別装置は、簡易判定その２によって絞り込みを行った２種類の金種に対しての
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み真偽識別処理を行う。
【００４６】
　したがって、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法によれば、簡易判定そ
の１および簡易判定その２と比較して処理時間の長い詳細金種判定処理を行う回数を大幅
に（図２では、１００回から４回へ）削減することによって、識別処理の総処理量を大き
く軽減することができる。
【００４７】
　以下では、図１および図２を用いて説明した本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類
識別方法についての実施例を詳細に説明する。
【実施例】
【００４８】
　図３は、本実施例に係る紙幣識別装置１０の構成を示すブロック図である。なお、図３
では、紙幣識別装置１０の特徴点を説明するために必要な構成要素のみを抜粋して示して
いる。
【００４９】
　図３に示すように、紙幣識別装置１０は、センサ群１１と、記憶部１２と、制御部１３
とを備えている。また、記憶部１２は、形状情報１２１と、テンプレート１２２と、閾値
１２３とを記憶しており、制御部１３は、センサ情報取得部１３１と、金種識別部１３２
と、真偽識別部１３３と、正損識別部１３４と、記番号識別部１３５と、総合判定部１３
６とをさらに備えている。
【００５０】
　センサ群１１は、図示しない紙幣の投入口から投入された紙幣を搬送する搬送路に設け
られ、計測対象から物理量を検知する各種センサの集合である。
【００５１】
　ここで、センサ群１１の構成例を説明するために、図４を用いてセンサ群１１の配置構
成について説明しておく。図４は、紙幣識別装置１０内部の搬送路２０２に設けられるセ
ンサ群１１の配置構成を示す図である。なお、図４では、センサ群１１の特徴点を説明す
るために必要な構成要素のみを抜粋して示している。
【００５２】
　図４の（Ａ）には、搬送路２０２に設けられたセンサ群１１の上面図を、図４の（Ｂ）
には、センサ群１１の側面図を、それぞれ示している。なお、以下では、同図右に示すよ
うな座標軸を適宜用いて説明を行う。また、同図に示す点線は、図４の（Ａ）と図４の（
Ｂ）との、Ｘ軸上の同一位置を示すものとする。
【００５３】
　図４の（Ａ）および（Ｂ）に示すように、図示しない紙幣の投入口から投入された紙幣
は、搬送路２０２に設けられたセンサ群１１のＸ軸の正方向に搬送される（矢印２０１参
照）。そして、搬送方向２０１の始端側から終端側に向かって順に、タイミングセンサ１
１１－１と、ラインセンサ１１２と、蛍光センサ１１３と、厚みセンサ１１４と、磁気セ
ンサ１１５と、タイミングセンサ１１１－２とが設けられている。したがって、紙幣識別
装置１０に投入された紙幣は、上述した順に各センサを通過することとなる。
【００５４】
　タイミングセンサ１１１－１は、図４の（Ｂ）に示すように、たとえば、搬送路２０２
におけるＺ軸の負方向側に設けられた照射部１１１－１ｂと、Ｚ軸の正方向側に設けられ
、照射部１１１－１ｂから照射された赤外光を受光する受光部１１１－１ａとからなる。
【００５５】
　そして、紙幣の先端がタイミングセンサ１１１－１を通過した時点で、受光部１１１－
１ａは、照射部１１１－１ｂから照射された赤外光が紙幣によって遮断されたことを検知
して、タイミングセンサ１１１－１は、紙幣の通過開始を検知することとなる。
【００５６】
　また、紙幣の終端がタイミングセンサ１１１－１を通過した時点で、紙幣の通過中に遮
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断されていた赤外光を受光部１１１－１ａが検知することによって、タイミングセンサ１
１１－１は、紙幣の通過終了を検知することとなる。
【００５７】
　ラインセンサ１１２は、図４の（Ｂ）に示すように、搬送路２０２を通過する紙幣の表
面側および裏面側に、緑光や赤外光等を照射する照射部１１２ａを備える。
【００５８】
　また、ラインセンサ１１２は、搬送路２０２を通過する紙幣の表面側および裏面側に、
照射部１１２ａから照射された光が紙幣面を透過した光（以下、「透過光」と記載する）
を受光したり、照射部１１２ａから照射された光が紙幣面を反射した光（以下、「反射光
」と記載する）を受光したりする受光部１１２ｂを備える。さらに、ラインセンサ１１２
は、照射部１１２ａと受光部１１２ｂとの組合せが、紙幣の搬送方向に対して垂直方向に
列をなして配置されているものとする。
【００５９】
　ラインセンサ１１２は、照射部１１２ａから紙幣へ緑光や赤外光等を照射して、受光部
１１２ｂが透過光や反射光を受光し、受光した透過光や反射光に基づいて画像データを生
成することとなる。具体的には、ラインセンサ１１２は、透過光によって紙幣の外形を取
得することによって紙幣サイズを検出し、反射光によって紙幣の表面側および裏面側の特
徴パターンを検出することとなる。
【００６０】
　なお、ラインセンサ１１２は、ラインセンサ１１２の表面には白いシールを貼り、シー
ル部分の反射光によって照射する光量を調整する。しかし、搬送路２０２を挟んで照射部
１１２ａと反対側の樹脂を加工して、かかる樹脂を反射した反射光を検知し、検知した反
射光によって照射する光量を調整することとしてもよい。たとえば、灰色の樹脂に鏡面研
磨仕上げを施すことによって反射光を検知することとしてもよい。
【００６１】
　蛍光センサ１１３は、紫外光を照射する照射部と、照射された光の反射光を受光する受
光部とを、たとえば、搬送路２０２におけるＺ軸の正方向側に備えており、受光部が反射
光を受光することによって紙幣に含まれる蛍光成分を検知する。
【００６２】
　厚みセンサ１１４は、搬送路２０２を通過する紙幣を両面から挟み込む形で設けられ、
紙幣の搬送方向に対して垂直方向に検知軸を備える。検知軸１１４ａは、Ｚ軸の正負方向
に可動し、検知軸１１４ｂは固定されている。
【００６３】
　厚みセンサ１１４は、検知軸１１４ａと検知軸１１４ｂとの間を紙幣が通過することに
よって可動する検知軸１１４ａの変位を検知することによって、紙幣やインクの厚みを検
出することとなる。
【００６４】
　磁気センサ１１５は、たとえば、搬送路２０２におけるＺ軸の正方向側に設けられてお
り、磁界の大きさを検知する磁気ヘッド１１５ａと、Ｚ軸の負方向側に設けられており、
紙幣を磁気ヘッド１１５ａへ押し付けるローラ１１５ｂとを備える。なお、磁気ヘッド１
１５ａは、紙幣の搬送方向に対して垂直方向に延伸する形状である。
【００６５】
　すなわち、磁気ヘッド１１５ａが、搬送路２０２を通過する紙幣の磁気信号を検知する
ことによって、磁気センサ１１５は、磁気分布を示すデータを検出することとなる。
【００６６】
　タイミングセンサ１１１－２は、センサ群１１の搬送方向２０１の終端側に設けられた
センサであり、タイミングセンサ１１１－１と同じ機能を有するので、説明を省略する。
【００６７】
　なお、本実施例では、紙幣の長手方向とＹ軸とが平行になるように、紙幣がセンサ群１
１を通過するよう同図に示したが、紙幣の短手方向とＹ軸とが平行になるように紙幣がセ
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ンサ群１１を通過することとしてもよい。
【００６８】
　図３の説明に戻り、紙幣識別装置１０についての説明をつづける。センサ群１１は、上
述してきたように、タイミングセンサ１１１と、ラインセンサ１１２と、蛍光センサ１１
３と、厚みセンサ１１４と、磁気センサ１１５とを備える。そして、センサ群１１に備え
る各センサは、各センサによって検知されたセンサ情報をセンサ情報取得部１３１へ渡す
処理を併せて行う。
【００６９】
　記憶部１２は、不揮発性メモリやハードディスクドライブといった記憶デバイスで構成
される記憶部である。この記憶部１２は、紙幣の国および金種に関連付けて紙幣のサイズ
に関する情報を形状情報１２１として記憶する。
【００７０】
　また、記憶部１２は、紙幣の国および金種ごとに特徴パターンをテンプレート１２２と
して記憶し、真偽識別部１３３や正損識別部１３４で実行する識別処理の際に必要な閾値
１２３を記憶する。なお、形状情報１２１および閾値１２３の詳細については後述する。
【００７１】
　制御部１３は、紙幣識別装置１０の全体制御を行う制御部である。たとえば、制御部１
３は、金種識別部１３２で行う識別処理中に、真偽識別部１３３、正損識別部１３４およ
び記番号識別部１３５に対して、並行して識別処理を行うよう指示する。なお、真偽識別
部１３３と、正損識別部１３４と、記番号識別部１３５とが並行に識別処理が行われる必
要はなく、いずれかの識別処理と金種識別部１３２で行う詳細金種判定処理とが並行して
行われることとしてもよい。
【００７２】
　センサ情報取得部１３１は、センサ群１１の各センサによって検知されたセンサ情報を
受け取り、制御部１３に備える各識別部が必要とするセンサ情報を各識別部へ渡す処理を
行う処理部である。
【００７３】
　金種識別部１３２は、センサ情報取得部１３１が取得したセンサ情報に基づいて金種の
識別処理を行う処理部である。ここで、金種識別部１３２の詳細な構成について、図５を
用いて説明する。
【００７４】
　図５は、金種識別部１３２の構成を示す図である。ここでは、点線で囲んだ金種識別部
１３２について説明する。金種識別部１３２は、外形判定部１３２ａと、Ａ簡易判定部１
３２ｂと、Ｂ簡易判定部１３２ｃと、詳細金種判定部１３２ｄとを備えている。
【００７５】
　外形判定部１３２ａは、ラインセンサ１１２によって取得された紙幣の画像に基づいて
紙幣サイズを検出し、形状情報１２１に記憶される判定条件によって、候補となる金種の
絞り込みを行う。なお、具体的な判定条件の詳細については後述する。
【００７６】
　Ａ簡易判定部１３２ｂは、ラインセンサ１１２によって撮像された紙幣の画像データに
基づいて粗い画像を作成する。そして、Ａ簡易判定部１３２ｂは、作成された粗い画像の
特徴パターンと予め記憶されているテンプレート１２２の特徴パターンとを比較すること
によって候補となる金種の絞り込みを行う。
【００７７】
　ここでは、図５に示すように、外形判定部１３２ａによって１００から５０に候補金種
の数を絞り込み、さらに、Ａ簡易判定部１３２ｂによって５０から４候補の金種に絞り込
む。
【００７８】
　つづいて、Ｂ簡易判定部１３２ｃは、Ａ簡易判定部１３２ｂによって絞り込まれた金種
の候補からさらに絞り込む。ここでは、Ｂ簡易判定部１３２ｃは、４候補の金種からＡ簡
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易判定部１３２ｂによって判定された判定結果の上位２候補の金種に絞り込む。
【００７９】
　なお、Ｂ簡易判定部１３２ｃでは、４金種の候補のうち同一シリーズの金種が含まれる
場合は、粗い画像に基づいてペアインク処理等によって同一シリーズの中から一つに絞り
込み、同一シリーズ以外の金種から上位１つに絞り込み、併せて２金種に絞り込む。
【００８０】
　その後、真偽識別部１３３、正損識別部１３４および記番号識別部１３５は、金種識別
部１３２によって絞り込みが行われた２金種に対して識別を行う。なお、真偽識別部１３
３、正損識別部１３４および記番号識別部１３５の詳細については後述する。
【００８１】
　一方、詳細金種判定部１３２ｄは、Ａ簡易判定部１３２ｂによって絞り込まれた４金種
に対して、それぞれの詳細画像の特徴パターンと予め記憶されているテンプレート１２２
の特徴パターンとを比較することによって金種の特定を行う。なお、詳細金種判定部１３
２ｄでは、複数波長の光源の可視光および反射光のデータを使い、金種判定のみならず真
偽判定用の特徴量も評価されうる。ここで、詳細画像の解像度は、粗い画像の解像度より
高い解像度であれば、ラインセンサ１１２によって撮像された紙幣の画像データの解像度
より低くてもよい。
【００８２】
　その後、総合判定部１３６は、詳細金種判定部１３２ｄによって特定された金種と各識
別部で識別された識別結果との論理積をとることによって、総合判定を行う。なお、総合
判定部１３６の詳細については後述する。
【００８３】
　なお、Ａ簡易判定部１３２ｂによって４金種、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって２金種の
候補に絞り込んだが、紙幣識別装置１０の処理部のスピードや紙幣の搬送速度を鑑みて任
意に候補の数値を変更することも可能である。
【００８４】
　図３の説明に戻り、紙幣識別装置１０についての説明をつづける。真偽識別部１３３は
、金種識別部１３２のＢ簡易判定部１３２ｃによって絞り込まれた金種に基づいて紙幣の
真偽識別処理を行う処理部である。
【００８５】
　具体的には、真偽識別部１３３は、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって、Ａ金種およびＢ金
種の２金種の候補に絞り込まれた場合、まず、Ａ金種に対して以下の処理を行う。真偽識
別部１３３は、識別される紙幣がＡ金種であると想定して、センサ情報取得部１３１によ
って受け取られたセンサ群１１の各センサによって検知されたセンサ情報に基づいて真券
であるか偽券であるかの識別を行う。その後、Ｂ金種に対しても同様の処理を行う。なお
、真偽判定処理の詳細については後述する。
【００８６】
　正損識別部１３４は、金種識別部１３２のＢ簡易判定部１３２ｃによって絞り込まれた
金種の候補に基づいて紙幣の正損識別処理を行う処理部である。具体的には、正損識別部
１３４は、真偽識別部１３３と同様に、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって、Ａ金種およびＢ
金種の２金種の候補が絞り込まれた場合、まず、Ａ金種に対して以下の処理を行う。
【００８７】
　正損識別部１３４は、識別される紙幣がＡ金種であると想定して、厚みセンサ１１４に
よって検知された紙幣やインクの厚み基づいて正券であるか損券であるかの識別を行う。
その後、Ｂ金種に対しても同様の処理を行う。なお、識別方法については、上述したよう
に真偽識別部１３３で行う識別方法と同様であるので、ここでは説明を省略する。
【００８８】
　記番号識別部１３５は、金種識別部１３２のＢ簡易判定部１３２ｃによって絞り込まれ
た金種に基づいて紙幣の記番号識別処理を行う処理部である。具体的には、記番号識別部
１３５は、真偽識別部１３３と同様に、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって、Ａ金種およびＢ
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金種の２金種に絞り込まれた場合、まず、Ａ金種に対して以下の処理を行う。
【００８９】
　ここで、記番号とは、紙幣を識別するために付与された識別符号であり、金種ごとに印
刷されている場所が異なるため、予め、金種および搬送方向ごとに記番号の印刷場所の情
報が記憶部１２に記憶されている。
【００９０】
　そして、記番号識別部１３５は、候補のＡ金種の記番号の印刷場所を記憶部１２から取
得し、図示しないイメージセンサによって取得された画像に基づいて記番号部分の画像を
抽出し、記番号の識別を行う。
【００９１】
　その後、記番号識別部１３５は、候補のＢ金種に対しても同様の処理を行う。ここでは
、記番号識別部１３５は、イメージセンサによって記番号の識別を行うこととしたが、ラ
インセンサ１１２によって取得された画像に基づいて記番号の識別を行うこととしてもよ
い。なお、詳細金種判定部１３２ｄが実行する金種の特定処理、真偽識別部１３３が実行
する真偽識別処理、正損識別部１３４が実行する正損識別処理および記番号識別部１３５
が実行する記番号識別処理は並行して処理が行われる。
【００９２】
　総合判定部１３６は、詳細金種判定部１３２ｄによって特定された金種と各識別部で識
別された識別結果との論理積をとることによって、総合判定処理を行う処理部である。具
体的には、詳細金種判定部１３２ｄによって確定金種がＢ金種であると特定され、かつ、
「真券」であると判定された場合について説明する。
【００９３】
　ここで、さらに、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって金種の候補がＡ金種およびＢ金種に絞
り込まれ、真偽識別部１３３によって識別対象の紙幣がＡ金種であると想定して識別した
場合に、「偽券」であるという結果を、また、Ｂ金種であると想定して識別した場合には
、「真券」であると識別されたとする。
【００９４】
　この場合、総合判定部１３６は、双方の識別結果の論理積、すなわち、識別対象の紙幣
は、「Ｂ金種の真券」であると判定することとなる。ここでは、真偽識別部１３３の識別
結果について説明したが、正損識別部１３４および記番号識別部１３５によって識別され
た結果についても同様の処理を行う。したがって、総合判定部１３６は、詳細金種判定部
１３２ｄによって判定された確定金種（Ｂ金種）の正損識別結果および記番号認識結果を
総合判定結果として出力する。
【００９５】
　つぎに、形状情報１２１に記憶される具体的な判定条件について、図６を用いて説明す
る。図６は、形状情報１２１の一例を示す図である。
【００９６】
　図６に示すように、形状情報１２１は、「国」項目と、「金種」項目と、「札幅」項目
と、「札長」項目と、「札幅下限」項目と、「札幅上限」項目と、「札長下限」項目と、
「札長上限」項目とを含んでいる。
【００９７】
　「国」項目は、紙幣の発行元の国名であり、紙幣を識別するための情報である。なお、
ユーロ諸国では、加盟各国で共通な紙幣が使用されている場合もあるので、「国」項目は
、国名ではなく通貨単位であってもよい。
【００９８】
　「金種」項目は、「国」項目ごとに設定されている紙幣に価値づけられた金額である。
たとえば、「国」項目が「日本」である金種には、「１０００円」や「５０００円」等が
あり、「国」項目が「米国」である金種には、「５米ドル」や「１０米ドル」等がある。
【００９９】
　「札幅」項目は、「国」項目および「金種」項目で設定されている紙幣の長手側の長さ
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であり、「札長」項目は、かかる紙幣の短手側の長さである。ここでは、すべてミリ単位
で長さを示す。
【０１００】
　「札幅下限」項目および「札幅上限」項目は、ラインセンサ１１２によって撮像された
紙幣の画像に基づいて検出された紙幣サイズの札幅が「札幅下限」以上で「札幅上限」以
下であるならば候補となる金種であると判定する場合の札幅の閾値である。
【０１０１】
　「札長下限」項目および「札長上限」項目は、「札幅下限」および「札幅上限」と同様
に、候補となる金種を判定する際の札長の閾値である。このように、形状情報１２１に含
まれる判定条件に基づいて外形判定部１３２ａは、外形判定処理を行う。
【０１０２】
　なお、形状情報１２１には、札幅および札長の上限および下限を含むようにした。しか
し、閾値として紙幣のサイズを指定するのではなく、「札幅」項目および「札長」項目と
検出された紙幣サイズの札幅および札長との差がそれぞれ所定の閾値以下である場合、候
補となる金種であると判定して、絞り込みを行うこととしてもよい。
【０１０３】
　つぎに、紙幣の詳細画像および粗い画像について、図７を用いて説明する。図７は、紙
幣の詳細画像および粗い画像を示す図である。図７の（Ａ）には、詳細画像を、図７の（
Ｂ）には、粗い画像を、それぞれ示している。
【０１０４】
　粗い画像とは、ラインセンサ１１２によって撮像された紙幣の画像データより解像度の
低い画像データのことである。Ａ簡易判定部１３２ｂが実行する撮像された紙幣の画像デ
ータに基づいて粗い画像を作成する処理について、画像データの所定箇所２０３に着目し
て説明する。
【０１０５】
　Ａ簡易判定部１３２ｂは、図７の（Ａ）に示すように、ラインセンサ１１２によって撮
像された紙幣の画像データの所定箇所２０３の範囲の画素数分の画像データの平均値を算
出する。ここでは、Ａ簡易判定部１３２ｂは、色や輝度等を示すデータを画像データとし
て、所定箇所２０３の範囲の画素数は、たとえば、６つであれば、６画素分の画像データ
の平均値を算出する。
【０１０６】
　そして、図７の（Ｂ）に示すように、粗い画像は、算出された６画素分の画像データの
平均値を１つ分のブロック２０４の画像データとする。このようにすることで、粗い画像
に基づいて判定を行う場合、粗い画像と予め記憶されているテンプレート１２２とを比較
する総画素数を大幅に削減することができる。したがって、粗い画像に基づいて簡易な判
定を行った場合、詳細画像に基づいて詳細な判定を行った場合と比較して総処理時間およ
び総処理量を軽減することができる。
【０１０７】
　つぎに、真偽識別部１３３が実行する蛍光センサ１１３によって検知されたセンサ情報
に基づいて真偽を識別する識別方法について、図８を用いて説明する。図８は、紙幣識別
装置１０が実行する真偽識別処理の一例を示す図である。
【０１０８】
　図８の（Ａ）には、識別される紙幣を、図８の（Ｂ）には、蛍光レベルの閾値１２３を
示す図を、それぞれ示している。なお、蛍光レベルは、蛍光センサ１１３によって検知さ
れた蛍光成分の量を指す。
【０１０９】
　記憶部１２には、予め、金種および搬送方向ごとに判定対象となる範囲、および、判定
対象となる範囲の蛍光レベルの閾値１２３が設定されている。具体的には、図８の（Ａ）
に示すように、搬送方向に対して垂直方向と紙幣の長手方向とが平行であるとして、蛍光
センサ１１３の通過位置が、点線で囲んだ部分３０１であった場合について説明する。
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【０１１０】
　たとえば、Ａ金種であれば、図８の（Ａ）に示すようなセンサ通過位置３０１の蛍光レ
ベルの判定対象とする範囲は、予め判定範囲Ａ３０２および判定範囲Ｂ３０３であると設
定されている。
【０１１１】
　さらに、図８の（Ｂ）に示すように、判定範囲Ａ３０２の蛍光レベルの閾値１２３は上
限Ａ３０６および下限Ａ３０７であり、また、判定範囲Ｂ３０３の蛍光レベルの閾値１２
３は上限Ｂ３０８および下限Ｂ３０９であるとする。なお、図８の（Ｂ）に示したグラフ
のＸ軸は紙幣の長手方向の左端３０４を０として左端３０４から右端３０５方向への距離
を示し、Ｙ軸は蛍光レベルを示すものとする。
【０１１２】
　ここで、蛍光センサ１１３によって検知された蛍光レベルが、図８の（Ｂ）に示したグ
ラフに表されるような結果であったとする。この場合、真偽識別部１３３は、判定範囲Ａ
３０２および判定範囲Ｂ３０３における蛍光レベルがともに閾値１２３の範囲内であるこ
とから、この判定範囲における判定結果を「真券」であると判定する。
【０１１３】
　このように、真偽識別部１３３は、蛍光センサ１１３によって検知されたセンサ情報に
基づいて金種および搬送方向ごとに設定されている判定対象となる各範囲における真偽判
定を行い、蛍光センサ１１３以外のセンサ情報による判定結果とともに真偽識別を行う。
【０１１４】
　たとえば、蛍光センサ１１３以外のセンサ情報には、厚みセンサ１１４や磁気センサ１
１５によって検知されたセンサ情報等が挙げられる。真偽識別部１３３が実行する厚みセ
ンサ１１４や磁気センサ１１５によって検知されたセンサ情報に基づいて真偽を識別する
識別方法についても、蛍光センサ１１３に基づく識別方法と同様である。
【０１１５】
　真偽識別部１３３は、厚みセンサ１１４の場合、厚みセンサ１１４によって検知された
紙幣の厚みやインクの厚みが、金種および搬送方向ごとに予め設定されている判定対象と
なる範囲の厚みの閾値１２３の範囲内であるか否かによって判定する。
【０１１６】
　また、真偽識別部１３３は、磁気センサ１１５の場合、磁気センサ１１５によって検知
された磁気量が、金種および搬送方向ごとに予め設定されている判定対象となる範囲の磁
気量の閾値１２３の範囲内であるか否かによって判定する。
【０１１７】
　つぎに、センサ群１１が実行するセンサ情報取得のタイミングおよび制御部１３が実行
する各識別処理のタイミングについて、図９を用いて説明する。図９は、紙幣識別装置１
０が実行する処理のタイムチャート図である。
【０１１８】
　図９の（Ａ）には、センサ群１１の配置構成を示す正面図を、図９の（Ｂ）には、セン
サ情報取得部１３１が実行するセンサ情報取得のタイミングを、図９の（Ｃ）には、制御
部１３が実行する各識別処理のタイミングを、それぞれ示している。なお、以下では同図
右に示すような座標軸を適宜用いて説明を行う。
【０１１９】
　まず、図９の（Ａ）に示すように、識別対象の紙幣の搬送方向２０１は、Ｘ軸の正方向
であるとし、Ｚ軸の正方向側に紙幣の表面が、Ｚ軸の負方向側に紙幣の裏面が向くよう搬
送されるものとする。また、図９の（Ｂ）および（Ｃ）のＸ軸は時間軸を示す。さらに、
図９に示す点線は、センサ群１１に備える各センサの位置を示すとともに、センサ群１１
を通過する紙幣の始端部分が通過する時間を示す。
【０１２０】
　図９の（Ｂ）に示すように、紙幣の先端がタイミングセンサ１１１－１を通過してから
紙幣の終端がタイミングセンサ１１１－１を通過するまでの間、センサ情報取得部１３１
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は紙幣がタイミングセンサ１１１－１を通過中であることを検知するということを示す。
【０１２１】
　また、紙幣の先端がラインセンサ（表面側）１１２－１を通過した時点で、ラインセン
サ（表面側）１１２－１は紙幣の表面側のセンサ情報の取得を開始し、紙幣の先端がライ
ンセンサ（裏面側）１１２－２を通過した時点で、ラインセンサ（裏面側）１１２－２は
紙幣の裏面側のセンサ情報の取得を開始する。蛍光センサ１１３、厚みセンサ１１４およ
び磁気センサ１１５についても、同様である。
【０１２２】
　なお、センサ群１１は、紙幣の先端が各センサを通過した時点で、各センサ情報を取得
する。しかし、センサ情報取得部１３１は、紙幣の先端がタイミングセンサ１１１－１を
通過した時点で、以下の処理を行うこととしてもよい。
【０１２３】
　まず、センサ情報取得部１３１は、Ｘ軸上のタイミングセンサ１１１－１の位置から各
センサの位置までの距離と紙幣の搬送速度とに基づいて紙幣の先端が各センサを通過する
時間を通過予定時間として算出する。そして、各センサは、センサ情報取得部１３１によ
って算出された通過予定時間に基づいてセンサ情報の取得を開始することとしてもよい。
【０１２４】
　つづいて、図９の（Ｃ）に示すように、制御部１３は、ラインセンサ（表面側）１１２
－１およびラインセンサ（裏面側）１１２－２によって紙幣の表裏面のセンサ情報が取得
された時点で、外形判定部１３２ａに対して外形判定処理を行うよう指示を行う。
【０１２５】
　このように、制御部１３は、蛍光センサ１１３、厚みセンサ１１４および磁気センサ１
１５によってセンサ情報を取得中であっても、並行して外形判定処理および簡易判定処理
を行うよう指示を行う。
【０１２６】
　また、制御部１３は、Ａ簡易判定部１３２ｂによって４金種に絞り込まれた時点で、詳
細金種判定部１３２ｄに対して詳細金種判定処理を行うよう指示を行う。さらに、制御部
１３は、Ｂ簡易判定部１３２ｃによって２金種に絞り込まれた時点で、真偽識別部１３３
、正損識別部１３４および記番号識別部１３５に対して詳細金種判定処理と並行して識別
処理を行うよう指示を行う。
【０１２７】
　なお、真偽識別部１３３と、正損識別部１３４と、記番号識別部１３５とが並行に識別
処理が行われる必要はなく、いずれかの識別処理と詳細金種判定処理とが並行して行われ
ていればよい。
【０１２８】
　なお、図９の（Ｃ）に示した、ＡおよびＢは金種を指し、真偽識別部１３３、正損識別
部１３４および記番号識別部１３５は、Ａ金種およびＢ金種それぞれに対して識別処理が
行われることを示す。
【０１２９】
　このように、制御部１３は、識別部が識別を行う際に必要な情報を取得した時点で、か
かる識別部に対して識別処理を行うよう指示を行う。したがって、各センサがセンサ情報
を取得中であっても並行して外形判定処理を行うことができ、また、詳細金種判定処理、
真偽識別処理、正損識別処理および記番号識別処理を並行して行うことができる。このよ
うにすることで、紙幣識別装置１０は、金種識別処理を速くすることができる。
【０１３０】
　つぎに、本実施例に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法が実行する処理について
図１０を用いて説明する。図１０は、紙幣識別装置１０が実行する紙幣識別処理手順の概
要を示すフローチャートである。
【０１３１】
　図１０に示すように、ラインセンサ１１２は、紙幣の投入口から投入された識別対象の



(16) JP 5502111 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

紙幣を撮像し、センサ情報取得部１３１は、紙幣の画像データであるラインセンサ情報を
取得する(ステップＳ１０１)。また、センサ情報取得部１３１は、センサ群１１に備える
その他のセンサによるセンサ情報を取得する(ステップＳ１０２)。
【０１３２】
　そして、外形判定部１３２ａは、ステップＳ１０２と並行して、ステップＳ１０１で取
得したラインセンサ情報によって、紙幣の外形判定処理によって金種候補の絞り込みを行
う（ステップＳ１０３）。
【０１３３】
　そして、Ａ簡易判定部１３２ｂは、ステップＳ１０３で絞り込んだ金種候補に対して、
粗い画像に基づいて金種の簡易判定その１を行い、金種候補を４個に絞り込む（ステップ
Ｓ１０４）。さらに、詳細金種判定部１３２ｄは、詳細画像に基づいて詳細金種判定を行
い、１金種に特定する（ステップＳ１０５）。
【０１３４】
　一方、Ｂ簡易判定部１３２ｃは、ステップＳ１０４で絞り込んだ金種に対して、金種の
簡易判定その２を行い、金種候補を２個に絞り込む（ステップＳ１０６）。
【０１３５】
　そして、制御部１３は、ステップＳ１０６で絞り込んだすべての金種候補に対して真偽
識別処理を行うよう、さらに、ステップＳ１０５の詳細金種判定と並行に処理が行われる
ように真偽識別部１３３へ指示を行い、真偽識別部１３３は、真偽識別処理を行う（ステ
ップＳ１０７）。
【０１３６】
　また、制御部１３は、ステップＳ１０６で絞り込んだすべての金種に対して正損識別処
理を行うよう、さらに、ステップＳ１０５の詳細金種判定と並行に処理が行われるように
正損識別部１３４へ指示を行い、正損識別部１３４は、正損識別処理を行う（ステップＳ
１０８）。
【０１３７】
　そして、制御部１３は、ステップＳ１０６で絞り込んだすべての金種候補に対して記番
号識別処理を行うよう、さらに、ステップＳ１０５の詳細金種判定と並行に処理が行われ
るように記番号識別部１３５へ指示を行い、記番号識別部１３５は、記番号識別処理を行
う（ステップＳ１０９）。
【０１３８】
　最後に、ステップＳ１０５で判定した判定結果と、ステップＳ１０７で識別した真偽識
別結果と、ステップＳ１０８で識別した正損識別結果と、ステップＳ１０９で識別した記
番号識別結果との論理積等をとることによって、総合判定を行い（ステップＳ１１０）、
総合判定結果を出力し、紙幣識別装置１０が実行する一連の紙幣識別処理手順を終了する
。
【０１３９】
　総合判定について、たとえば、真偽判定および正損判定の結果として２つの金種候補に
対する結果のうち確定した金種の結果を採用すればよい。また、記番号については、同様
としてもよいし、正常に認識した番号を採用してもよい。
【０１４０】
　なお、記番号の印刷位置は複数金種間で同じ場合もあり、ステップＳ１０６で絞り込ん
だ２金種の候補分の記番号の読み出しを行わずに、第一の金種候補の情報で記番号を読み
出せた場合には、必ずしも第二の金種候補の情報を用いて読み出す必要はない。また、第
一の金種候補と第二の金種候補の記番号が、同一の位置に同一の属性の文字が使われてい
るのであれば、第一の金種候補の記番号情報をもとに記番号を読み出すのみで処理を終了
してもよい。
【０１４１】
　以上のように、本実施例に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法は、紙葉類の画像
データを含む紙葉類情報を取得し、紙葉類情報に含まれる画像データに基づいて紙葉類の
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種類を絞り込み、紙葉類情報に含まれる画像データに基づき、絞り込まれた種類の中から
１つの種類を決定し、絞り込まれた種類のそれぞれについて紙葉類の真偽を識別し、種類
決定処理と真偽識別処理とが並行して実行されるように指示し、種類と、識別された真偽
のうち当該種類に対応する真偽とを組み合わせることで紙葉類についての最終判定を行う
。このようにすることで、本実施例に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法は、紙葉
類の識別処理速度を速くするとともに識別処理の総処理量を軽減することができる。
【０１４２】
　なお、本発明請求項記載の紙葉類識別装置は紙幣識別装置１０、紙葉類情報取得手段は
、センサ情報取得部１３１、紙葉類種類候補絞り込み手段は金種識別部１３２の外形判定
部１３２ａ、Ａ簡易判定部１３２ｂおよびＢ簡易判定部１３２ｃ、種類決定手段は詳細金
種判定部１３２ｄ、真偽識別手段は真偽識別部１３３、実行指示手段は制御部１３、最終
判定手段は総合判定部１３６の一例として挙げられる。
【０１４３】
　さて、これまで本発明の実施例では、銀行等の金融機関に設置される紙幣識別装置につ
いて説明してきたが、本発明はこれに限られるものではない。たとえば、紙幣を対象とす
る場合だけではなく、百貨店や金券ショップ等で扱う商品券などの紙葉類を対象とする場
合にも適用してもよい。また、紙幣を対象とする場合だけではなく、硬貨を対象とする場
合にも適用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１４４】
　以上のように、本発明に係る紙葉類識別装置および紙葉類識別方法は、紙葉類の識別処
理速度を速くする場合に有用であり、特に、紙葉類識別装置が実行する識別処理の総処理
量を軽減したい場合に適している。
【符号の説明】
【０１４５】
　１０　　　紙幣識別装置
　１１　　　センサ群
　１１１　　タイミングセンサ
　１１１－１　　タイミングセンサ
　１１１－１ａ　受光部
　１１１－１ｂ　照射部
　１１１－２　　タイミングセンサ
　１１１－２ａ　照射部
　１１１－２ｂ　受光部
　１１２　　ラインセンサ
　１１２ａ　照射部
　１１２ｂ　受光部
　１１３　　蛍光センサ
　１１４　　厚みセンサ
　１１４ａ　検知軸
　１１４ｂ　検知軸
　１１５　　磁気センサ
　１１５ａ　磁気ヘッド
　１１５ｂ　ローラ
　１２　　　記憶部
　１２１　　形状情報
　１２２　　テンプレート
　１２３　　閾値
　１３　　　制御部
　１３１　　センサ情報取得部
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　１３２　　金種識別部
　１３２ａ　外形判定部
　１３２ｂ　Ａ簡易判定部
　１３２ｃ　Ｂ簡易判定部
　１３２ｄ　詳細金種判定部
　１３３　　真偽識別部
　１３４　　正損識別部
　１３５　　記番号識別部
　１３６　　総合判定部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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